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25．99mTc－tetrofosminの心筋SPECTの研究
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　99mTC－tetrofOSminを用いた心電図同期SPECT像の

シネ表示および汲田・隈崎法（核医学31（1）：43－51，

1994）による2D　polar表示のおのおのの左室局所壁運

動診断能を比較検討した．心エコーをGolden　Stan－

dardとしたシネ表示の感度は65％，特異度は67％，汲

田・隈崎法の感度は64％，特異度は83％であった．

シネ表示および汲田・隈崎法の診断感度はいずれも

低いが，心筋灌流と壁運動とを同時に評価でき，臨

床上有用であると思われた．症例数を増やしての検

討が必要である．

26．ieSI－BMIPP投与直後から全く心筋集積が認めら

　　れなかった2症例一ダイナミックSPECTを
　　用いた検討
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　i231－BMIPPダイナミックSPECTを用いてBMIPP心

筋無集積例の検討を行った．症例1：58歳男性，大

動脈弁閉鎖不全症で，大動脈弁置換術前にBMIPP無

集積が認められた．術後6か月目に施行したBMIPP

ダイナミックSPECTで，投与2－5分後像から，全く

心筋集積がなかった．症例2：52歳男性，前室中隔

梗塞で緊急入院し，4日目に施行したBMIPPシンチ

グラフィで心筋無集積が認められた．入院1か月後に

施行したダイナミックSPECTで，投与2－5分後像か

ら全く心筋集積がなかった．

　2症例ともに，BMIPP投与直後から心筋集積が全

く認められず，心筋虚血部で逆拡散によって無集積

を呈する動態とは全く異なる所見であった．心筋無

集積の原因として，遊離脂肪酸の心筋内への移行の

異常（膜蛋白異常）が示唆された．
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　糖尿病マウス心筋において脂肪酸代謝異常がある

か否かをi251－BMIPPを用いて検討したので報告す

る．対象は糖尿病マウス2匹とcontrol　2匹である．

マウスを麻酔後尾静脈より1251－BMIPPをo．74　MBq静

注した．30分～1時間後屠殺し臓器を摘出し重量と

カウントを測定した．摘出した心臓を凍結後20μm

の厚さに裁断した．次に高感度バイオ・イメージン

グ・アナライザーで解析した．

　病理標本では軽い心筋肥大が認められた．心，

肝，肺，腎の重量あたりのカウウトではcontrolに比

べて糖尿病マウスで心筋のカウントの減少が認めら

れた．さらに心／肝，心／肺，心／腎を求めたとこ

ろ糖尿病マウスでcontrolに比べ心／肝比が小さく

なっていた．心筋のオートラジオグラフィもcontrol

に比べて糖尿病マウスにおいて低値を示し統計学的

に有意差があった．

28．MELASの1症例
　　一99mTc・ECD　SPECT所見を中心に一
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　MELAS（mit㏄hondrial　encephalomyopathy　with　lac－

tic　acidosis　and　stroke－1ike　episodes）は，ミトコンドリ

ア代謝異常が原因で筋障害を呈し，中枢神経症状を

伴う疾患である．今回われわれは，筋生検，mtDNA診

断を得たMELASの1症例に新しい脳血流測定用放

射性医薬品である99mTc－ECD　SPECTを経時的に施行

した．急性期には脳卒中発作に一致した病変部位に

不均一な高集積像を認めたが，急性期を経過すると

集積欠損像が認められた．ほぼ同時期に施行した

MRI所見と検討し，興味深い知見を得たので報告し

た．
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